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外科領 域 におけ るBacampicillinの 使 用経 験
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Bacampicillin(以 下BAPCと 略記)は スエー デンのア ス

トラ社研究所において開発された新 しい合成ペニ シリンで,

Fig.1の ような構造式 をもっており,経 口投与 により加水分解さ

れてAmpicillinと なり,強 い抗菌 力を示す。 また本剤はAm-

picillinよりも吸収 がよいのが特 徴 とされてい る1)。

われわれは本剤を外科 領 域の感染症例 に試 用 したので,そ

の結果をここに報告 する。

Fig. 1 Chemical structure of BAPC

臨床治療成績

本剤を外科領域の感染症43例(Table 1)に 経 口投与

し,Table 2の 基準に従って,そ の治療劾果を著効,有

効,や や有効あるいは無効と判定した。 対 象 疾 患 は

Table 3の とおり,痴 およびよう6例,感 染粉瘤6例,

陰嚢皮下膿瘍および肛門周囲膿瘍6例,療 疽5例,蜂 巣

炎7例 骨髄炎2例,急 性胆嚢炎1例,虫 垂穿孔性腹膜

炎2例,術 後創感染症5例 および感染撰孔3例 である。

投与量としては1回 量をABPC力 価 として250mgあ る

いは500mgと し,1日3な いし4回 経口投与した。1

日3回 投与の場合は毎食後に投与し,4回 投与の場合は

毎食後と就寝前に投与することとした。投与期間は3～

23日 間で,投 与総量は2.25～18g,平 均10.5gで あった。

その結果。43例 中著効8例,有 効22例,や や有効6例,

無効7例 で,著 効十有効雪有効率69。8%と なった。

また病巣から菌が分離された33例 について細菌学的効

果と臨床効果とを比較したところ,Table 4の よ うに菌

の消失した症例が22例(70%〉 あり,こ れらの症例のな

かで著効あるいは有効例とみなされた症例数は20例(有 効

率78.5%)で あって,細 菌効果と臨床効果がよく相関し

ていた。

副 作 用

症例35で は1日 量として19を1日 間投与,そ の翌日

から下痢がみとめられた。1日 投与量を500m9に 減量

したところ下痢がとまり,投 与を継続することが出来

た。

尚,本 剤投与前後に赤血球数,白 血球数,Hb,GOT,

GPT,BUN値 の臨床検査を行なった症例は11例 である

が(Table5),こ の うち,症 例25と 症例36は 基礎疾患に

慢性肝炎があったため,ト ランスアミラーゼの上昇が認

められた。しかし,そ の他の症例には本剤による異常な

高値を示したものは1例 もなかった。
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Table 1 Report of cases treated with BAPC I
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Table 1 Report of cases treated with BAPC II
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Table 1 Report of cases treated with BAPC III

Table 2 Criteria for evaluating effectiveness

of an agent on infectious diseases

1. Excellent : The principal symptoms and signs disappear

completely within 3 days after onset of the

treatment

2. Good : More than half of the symptoms and signs

disappear within 5 days after onset of the

treatment

3. Fair : Any of the symptoms and signs disappear

within 7 days after onset of the treatment.

4. Poor :Neither the symptoms and signs disappear

nor their aggravation is observed after 7

days.

考 察

BAPCの 血清中濃度はABPCの 経 口投与後にくらべ

て,す みやかにピーク値に達し,か つABPCの 約3倍

の高値を示すといわれている。また多くのグラム陽性菌

およびグラム陰性菌などに対して福広い抗菌スペクトル

をもち,な かでも,E.coliやH.influengaeに 対 する

抗菌力はABPCやAMPCと 同程度にすぐれていると

いう報告がある。われわれは今回外科的各種感染症43例

に本剤を投与して,そ の治療効果を検討したが,こ れら

の症例のなかに含まれる表在性感染症40例 中,そ の35例

(87.5%)で 明らかな臨床効果がみとめられた。したが

って,本 剤は表在性軟部感染症に対してきわめて有効な

薬剤であると考えられる。

本剤はABPCの エステル化合物であるため,既 述の

如く消化管からの吸収が極めて良好であり,経 口投与後

1時 間以内に血中濃度がピーク値に達し,か つ排泄も速

やかである。一方,本 剤の空腹時投与分では然らざる場

合にくらべて,血 清中濃度は高いが,そ の持続時間はせ

いぜい4時 間程度に限られている。それゆえ,わ れわれ

の症例では,本 剤の経口投与方法を毎食後の1日3風

あるいは毎食後と就寝前の1日4回 法に規定した結果,

上述のような臨床治療効果をおさめることができた。:今

回のわれわれの症例は全般的に比較的軽症例が多かった

ため,こ の程度の投与量で上記の成績をおさめたものと
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Table 3 Clinical effectiveness of BAPC on infections in the fields of surgery

Table 4 Comparison of bacterial response and clinical effectiveness

Table 5 Laboratory findings in Bacampicillin administration

B : before A after
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考えられるが,症 例によってはさらに投与量の増加も考

慮されねばならない。なお,BAPCはester型 であ

るためかなりの胃腸障害が予測されたが,わ れわれは原

則として本剤を食後に投与したためか,こ のような副作

用を経験していない。

結 論

BAPCを43例 の外科的感染症例に投与し,著効+有 効

30例,や や有効6例,無 効7例 の結果をえ,重 病な副作

用をみとめなかった。本剤は外科的感染症,特 に表在性

軟部組織の感染症に有効な新抗生物質として期待がもて

る。
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Bacampicillin, a new synthetic penicillin, was tried on 43 patients with infections in the field of surgery by means

of oral administration.

The results obtained are summarized as follows: excellent and/or good responses were seen in 30 cases, fair in 6

cases, poor in 7 cases without any serious side effect. Conclusively, BAPC was thought to be a new antibiotic

effective for acute infections of the soft tissues in the field of surgery.


